


【工事概要】

大型商業施設（アウトレットモール）■建物概要

地上2階 棟屋1階 RC造

■空調設備 個別空調方式

（ガスヒートポンプパッケージエアコン）



　

店舗１１８０
エムケーミシェルクラン

店舗１１５０
ストロベリーフィールズ

店舗１１３０
ナノユニバース

店舗１１２０
ミラオーウェン

店舗１１１０
ダブルスタンダード

店舗１０９０
ベーゼーストック

店舗１０８０
ローズバット

店舗１０７０
アバハウス

店舗１０４０
ネクストドア

店舗１０６０
シェルター

店舗１１９０
シップス

店舗１２１０
リブレヨークテラス

店舗１２２０
ラストコール

店舗１２６０
ワコール

店舗１２７０
ベルブードワァ

店舗１２８０
レスボートサック

店舗１２９０
レキップ

店舗１３００
クリスチャンオジャール

店舗１３１０
ヒロココシノ

店舗１３３０
トリンプ

店舗１３４０
フランフランバザー

店舗１３２０
期間限定ショップ

店舗１３８０
フォリフォリカンパニー

店舗１３９０
アーノルドバーマー

店舗１４００
マックスアンドコー

店舗１４１０
トコトコファン

店舗１５２０
アブワイザー

店舗１５３０
ゼロハリバートン

店舗１５４０
アドーア

店舗１５００
モスキーノ

店舗１４４０
アニエスベー

店舗１４５０
コーチ

店舗１４９０
フルラ

店舗１５１０
ハンティング・
ワールド

店舗１５５０
セルレ

■1階 室内機台数

61系統 173台（共用部含む）

1階 GHP配置図

作業前のテナント内



　 　　　　　

店舗２０４０
パルグループ

店舗２０１０
ティンバーランド

店舗２０２０
フクスケ

店舗２０３０
ドゥドゥ

店舗２０５０

店舗２０６０
エーグル

店舗２０７０
ニューヨーカー

店舗２０９０
リーガル

店舗２１１０
ナイキ

キャサリンハムネット

店舗２１８０
リー・ラングラー

店舗２１７０
サムシング

店舗２１９０
エドウィン

店舗２２００
プーマ

店舗２２３０
セブンイレブン

店舗２２４０
モンベルファクトリー

店舗２２６０
ロックポート

店舗２２７０
リーボック

店舗２２８０
ローカルモーション

店舗２２９０
ダナー

店舗２３００
クイックシルバー

店舗２３１０
期間限定ショップ

店舗２３２０
アディダス

店舗２４１０
ラシット

店舗２４２０
スキャッティ

店舗２４３０
帽子屋

店舗２４７０
ノアノア

店舗２４８０
ビッキー

店舗２４９０a
ジーショック

店舗２４４０
マジェスティック

店舗２４５０
ルークルブラン

店舗２４６０
スタディオクリップ店舗２４９０ｂ

ナイン

店舗２５００
ミキハウスリブロ

店舗２５２０
エフオファクトリー

店舗２５３０
バンダイ

店舗２５４０
レゴ

店舗２５６０
アンダーアーマー

店舗２５８０
グンゼ

333台

作業中のテナント内

2階 GHP配置図

■２階 室内機台数

54系統 161台（共用部含む）
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屋上作業の様子

R階 GHP配置図

■R階 室外機台数 115台

※屋上室外機置場は4箇所に分かれており、それぞれに

レッカーの設置位置が異なる



■夜間改修工事という、作業員の数に限りがある中でどう
すれば効率よく作業を進めていくことができるだろうか？

【問題点の抽出】

■作業エリアが、テナント内と屋上の２箇所に分かれる為
に移動時間や人員に無駄が発生するのではないか？

■担当者の人数が少ない中で２箇所同時に施工管理しなけ
ればならないので、安全・品質共にしっかりとした管理
が行えないのではないか？

■レッカー車を毎晩、入退場させなければならない

■翌日のテナント様の出勤時間までに更新工事を完了させ
なければならないので、時間に厳しい制限がある



≫移動時間の無駄を省きたい
≫トラブル発生時には、迅速に対応したい
≫無理をせず時間に余裕をもって作業をしたい

【問題点の解決に向けた対策】

室内機と室外機を別々に更新する

計画

作業エリアを1箇所にまとめる

対策

※冷媒回収を2回行わなければならない
※更新機器は同一メーカーでないといけない （中央監視がある為）



【従来方法との比較】
（従来方法：室内機と室外機を同時に更新する）

■条件
≫1系統(1テナント)は室外機1台・室内機3台とする
≫1日に更新できるGHPの台数は…
同時更新の場合 室外機：2台 室内機：6台 …1日
別々更新の場合 室外機：6台 …1日

室内機：6台 …1日
■比較内容
最大更新数である6系統のGHP更新に必要な
“日数・人数・レッカーの台数”の比較を行う



1日に更新できる台数 1日の更新作業に掛かる数

室内機 室外機 作業員 担当者 レッカー

同時更新の場合 6 2 26 6 1

室内機のみ更新の場合 6 ― 13 3 ―

室外機のみ更新の場合 ― 6 14 3 1

作業日 ：4日
作業員 ：53人
担当者 ：12人
レッカー：1台

作業日 ：3日
作業員 ：78人
担当者 ：18人
レッカー：3台

≫同時更新の場合 ≫別々更新の場合

更新できる台数 更新作業に掛かる数

室内機 室外機 作業員 担当者 レッカー

同時更新の場合 18 6 78 18 3

室内機のみ更新の場合 18 ― 39 9 ―

室外機のみ更新の場合 ― 6 14 9 1

6系統更新の場合



【比較結果】

30
％
増加

32
％
削減

33
％
削減

67
％
削減

※比較検討の結果、室内機と室外機を別々に更新する事により作業員、
担当者、レッカー台数共削減が可能である事が確認できた
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		作業日数		作業日数
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Sheet1

				同時更新 ドウジコウシン		別々更新 ベツベツコウシン		系列 3

		作業日数 サギョウビスウ		3		4		2

		作業員 サギョウイン		78		4.4		2

		担当者 タントウシャ		18		1.8		3

		レッカー		4.5		2.8		5






Graph1
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Sheet1

				同時更新 ドウジコウシン		別々更新 ベツベツコウシン		系列 3

		作業員 サギョウイン		78		53		2

		作業員 サギョウイン		78		4.4		2

		担当者 タントウシャ		18		1.8		3

		レッカー		4.5		2.8		5






Graph1

		担当者		担当者
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Sheet1

				同時更新 ドウジコウシン		別々更新 ベツベツコウシン		系列 3

		担当者 タントウシャ		18		12		2

		作業員 サギョウイン		78		4.4		2

		担当者 タントウシャ		18		1.8		3

		レッカー		4.5		2.8		5






Graph1

		レッカー		レッカー
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3

1



Sheet1

				同時更新 ドウジコウシン		別々更新 ベツベツコウシン		系列 3

		レッカー		3		1		2

		作業員 サギョウイン		78		4.4		2

		担当者 タントウシャ		18		1.8		3

		レッカー		4.5		2.8		5







【実施】
■作業日数

1階 室内機更新 22日間
2階 室内機更新 27日間
共用部 室内機更新 29日間
R階 室外機更新 25日間

103日間合
計

■人工数及びレッカー台数

作業員数 13人 × 78日 ＝ 1014人
担当者数 3人 × 78日 ＝ 234人

レッカー台数 1台 × 25日 ＝ 25台

作業員数 14人 × 25日 ＝ 350人
担当者数 3人 × 25日 ＝ 75人

≫室内機の更新

≫室外機の更新
合
計

作業員数
1364人

担当者数
309人

レッカー台数
25台



【対策の結果】
■従来方法の作業日数が、103日間の30％減の

79日間と仮定すると...

結果

作業員数は… 690人 の削減

作業員数 ＝ 26人 × 79日間 ＝ 2054人
担当者数 ＝ 6人 × 79日間 ＝ 474人

レッカー台数 ＝ 1台 × 79日間 ＝ 79台

担当者数は… 165人 の削減

レッカー台数は… 54台 の削減



【まとめ】

≫作業員・担当者の人数とレッカー台数を削減する
ことで、コストカットができた

作業計画を見直すことで、安全・品質
面だけでなく、コスト面でも大変満足
いく結果になった

≫作業エリアが１箇所に限定されたことで、担当者
が細かな安全指示を行うことができ、無事故無災
害を達成できた

■デメリット
≫作業日数が増加した
≫冷媒回収を2度行う必要がある

■メリット
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